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地
域
の『
夢
』を
カ
タ
チ
に

28
事
業
を
採
択

　
地
域
課
題
の
解
決
や
、地
域
づ

く
り
活
動
な
ど
を
支
援
す
る「
自

治
振
興
区
活
動
補
助
事
業
」の
平

成
18
年
度
採
択
事
業
が
決
定
し

ま
し
た
。本
年
度
は
31
自
治
振
興

区
か
ら
、36
事
業
の
申
請
が
あ
り
、

審
査
会
の
審
査
を
経
て
、次
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
、28
事
業
を
決
定
し

ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
事
業
は
、そ
れ
ぞ

れ
、地
域
課
題
の
解
決
、そ
し
て
、

地
域
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
住
民
の
参
画
や
、
継
続
的

な
実
施
計
画
、
そ
し
て
、
地
域
や

住
民
へ
の
波
及
効
果
が
見
込
ま

れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
事
業
採
択
を
受
け
ら
れ

た
地
域
は
、更
に
発
展
さ
せ
る
事

業
展
開
を
、
ま
た
、
今
年
度
初
め

て
申
請
さ
れ
た
地
域
は
、昨
年
一

年
か
け
て
練
り
上
げ
た
地
域
振

興
計
画
を
も
と
に
、
今
年
度
、
事

業
計
画
を
実
践
す
る
と
い
う
も

の
で
、
ど
の
地
域
も
、
地
域
の
活

性
化
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
を

創
意
工
夫
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
通
じ
て「
自
ら
の

地
域
は
自
ら
が
創
る
」を
目
標
に
、

自
治
振
興
区
が
地
域
の
課
題
解
決
・

夢
の
実
現
に
向
け
て
、多
様
な
事

業
を
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　昨年度の自治振興区の活動をまとめた報告集「平成17年度 自

治振興区関係事業活動報告集」を作成しました。内容は、ホームペ

ージで閲覧できますが、資料ご希望の方は、自治振興課へご連絡

ください。

　なお、お渡しする資料は、報告集の複写となります。あらかじめ

ご了承ください。

「地域づくり活動を紹介します」
平成17年度自治振興区関係事業活動報告集
～すべては、地域の『しあわせ!』のために。～

審査会委員のメッセージ

池田　怜
(庄原市総合サービス(株)取締役)

　市は、厳しい財政状況の中で地
域浮揚に命運をかけています。自
立できる市を目指し、全員で未来
にチャレンジしましょう。

前田　万里子
(田舎料理レストラン「りんご畑」)

　地域づくりの意気込みが伝わっ
てくる事業が多く見受けられまし
た。多くの皆さんが参画して、知恵
を出し合う。そして、とにかく何か
にチャレンジすることで、地域が
輝いてくると思います。

野原　建一
(県立広島大学地域連携センター長)

　今回は昨年度を上回る申請があ
り、地域活性化へ取り組もうとす
る市民の熱意を感じました。この
熱意が実現することを期待します。

黒木 英二
（県立広島大学生命環境学部生命科学科教授）

　入念に作成された計画と、地域
づくりに取り組む熱意、そして頼
もしさを深く感じました。地域が
一体となって、それぞれの課題や
夢の実現に取り組まれることを強
く望みます。

（敬称略）
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採
択
事
業
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地域 自治振興区名 事　業　名 補助決定額

庄原

庄原

庄原

庄原

庄原

庄原

庄原

西城

西城

西城

西城

東城

東城

東城

東城

口和

口和

口和

口和

口和

高野

高野

高野

高野

高野

総領

総領

総領

敷 信 自 治 振 興 区

敷 信 自 治 振 興 区

高 自 治 振 興 区

北 自 治 振 興 区

北 自 治 振 興 区

東 自 治 振 興 区

東 自 治 振 興 区

中野上自治振興区

中野１区自治振興区

今 櫛 会

五 町 自 治 振 興 区

竹 森 自 治 振 興 区

八 幡 自 治 振 興 区

小奴可自治振興区

帝 釈 自 治 振 興 区

向 泉 自 治 振 興 会

本 谷 自 治 振 興 区

金 田 自 治 会

永田ふれあい振興会

湯 木 釜 峰 振 興 会

下湯川自治振興区

奧門田自治振興区

新 市 自 治 振 興 区

南 自 治 振 興 区

岡大内自治振興区

五 領 自 治 振 興 区

木 屋 自 治 振 興 区

下領家自治振興区
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特産品開発プロジェクト「自然薯」�
「自然薯」を自治振興区内で栽培し、特産品「敷信ブランド」として販売拡大を行う。

目で見るふるさとガイド整備事業�

高地域の歴史や史跡・名所を看板として設置し、地域情報を発信する。

健康づくりの里整備事業�
健康増進器具を整備し、定期的に健康づくり講座を開設する。また、空き施設を交流施設として整備する。

天満区史編纂事業�

住民の手で、地域の歴史を編集し、「天満区史」を発刊する。

安全・安心な地域づくり事業�
統一的なタスキ、ステッカーを整備し、自治会ごとに「地域安全見守り隊」の活動を行う。

ふれあいコンサート実施事業�

世代間交流「ふれあい祭り」の一環として、「広島交響楽団」を招聘し、音楽を通じた交流を進める。

桜公園整備事業	

地域の憩いの場「桜公園」にあずま屋を建築し、地域内及び近郊との交流を図る拠点とする。

しあわせ館裏山整備事業	

しあわせ館裏山を憩いと交流の場として、遊歩道・トイレを整備し、交流事業を推進する。

今櫛ふるさと便事業�
地域の農産物を「今櫛ふるさと便」として販売し、農産物生産活動を活性化させる。

大富山城跡公園化事業	

「大富山城址」を地域全体の宝として、複数の自治振興区が共同で、遊歩道等の整備を行う。

非常時緊急連絡板設置事業�

各世帯に緊急連絡板を配備し、緊急時に適切な対応ができるよう、地域内の安全対策を構築する。

伝統を継ぐ世代間交流広場整備事業	

地域住民が交流できる広場を整備し、世代間交流や高齢者の生きがいづくり等を推進する。

亀山城跡と一本桜周辺整備事業�
亀山城跡及び「要害桜」周辺に遊歩道・植栽等の整備を行い、四季を通じた交流、憩いの場とする。

特産品加工所整備事業�
「特産品加工施設」の整備を行い、「餅」等を加工販売する。また、帝釈峡での販売等、地域での販売も推進する。

地域のへそ整備活動�
「地域のへそ（中心）」である学校周辺を整備し、桜等の植栽により、憩いの場として利用する。

自然環境整備事業
地域内の河川を整備し、ゴギ・カワニナ等を放流、自然環境の保全を地域全体で取り組む。

金田さくら公園21整備事業�
地域内の公園に、桜の植栽、グランドゴルフコース等の整備を行い、地域内外の交流拠点とする。

いきいき永田
地域内に健康ウォーキングコースを設定し、中心となる公園にベンチ等の整備を行う。

湯木盆踊り推進事業
市無形文化財「湯木の盆踊り」の保存伝承を推進するため、扇子・太鼓等の整備を行う。

下湯川生活環境整備事業（花きらり作戦）	
国道433号の沿道に花を植え「花きらりロード」を展開し、地域の環境美化に努める。

農産物出荷事業　～高齢者の生きがいづくりと生産者の誇り～	

地域の農産物・山菜を出荷販売する事業を、さらに拡大するために施設・設備を整備する。	

茶臼山全山公園整備事業�
地域内にある「茶臼山」に遊歩道を整備し、区民の憩いの場、交流の拠点とする。

悠久の森整備事業
県天然記念物「大宮八幡神社へ通じる杉並木参道」に杉などを植栽し、「悠久の森」として整備する。

カントリーウォーク整備事業�
農村を楽しむ「カントリーウォーク」を地域内に設定し、地域住民の手で「マップづくり」を行う。

花回廊づくり事業�
地域内の道路沿道に、花や桜などを植栽し、住民の一体感の醸成と、訪れる人への「もてなし」の心を育む。

平
成
18
年
度
自
治
振
興
区
活
動
促
進
補
助
事
業

審査会（西城会場）

（単位：円）

イエロープロジェクト事業	
地域で生産した特産品「菜種油」の商品開発・調査研究を行い、販売を拡大する。

“わざわざ木屋に来てもらう”事業�
「木屋の小屋」周辺に「イチョウ」「つつじ」の植栽・あずま屋等を整備し、交流人口の拡大を図る。

里山ハイキングコース整備事業�
ハイキングコースに紫陽花や福寿草等を植栽し、節分草以外のシーズンにおいても集客を増やす。
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